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あると言える。 Raoand Monroe (1989， p.352)は消費者が品質を判断する際の手がかりを外在
的手がかりと内在的手がかりに分類している。前者は価格.プランド名や庖舗名など，商品の性
能と直接関係していない属性のことであるのに対し.後者は栄養成分など商品の物理的性質に直





ので，数多くの実証研究でその有効性が検証された。 Raoand Monroe (1989)は33の実証研究
を単一手がかりタイプ6と複数手がかりタイプに分類して回帰分析を行った。考察の結果，品質
評価における価格とプランドの役割は確認されたが，庖舗名の役割は有意ではないことが分かつ



























































































調査では， まず 6つの属性の各属性水準(図表 lを参照)を水準同士が相聞を持たせないよう
に直交配置の統計手法で組み合わせて.10の仮想 PB食品のプロファイル(図表2を参照)を
用意する。次に.回答者に買いたい順位を付けてもらい，その順位のデータを利用してコンジョ








価格 トップNBとの相対価格 低い 相当
庖舗イメージ 小売の企業プランドや売り場の雰囲気等 良い あまり良くない
メーカー メーカーの知名度とブランドカ 知名度が高い 知名度がやや低い
鮮度 1't味期限までの時間 良い あまり良くない
価値伝達 情報公開と価値訴求の努力 努力が多い 努力が少ない
パッケージ パγケージの工夫 工夫が多い 工夫が少ない
図表2 PB食品のプロファイル
番号 価格 庖舗イメージ メーカー 鮮度 価値伝途 I~ ッケージ
低い あまり良くない 知名度がやや低い あまり良くない 努力が少ない 工夫が多い
2 相当 あまり良くない 知名度がやや低い 良い 努力が多い 工夫が少ない
3 相当 あまり良くない 知名度が高い 良い 努力が少ない 工夫が多い
4 低い 良い 知名度が高い 良い 努力が多い 工夫が多い
5 相当 良い 知名度が高い あまり良くない 努力が少ない 工夫が少ない
6 低い あまり良くない 知名度が高い あまり良くない 努力が多い 工夫が少ない
7 低い 良い 知名度がやや低い 良い 努力が少ない 工夫が少ない
8 相当 良い 知名度がやや低い あまり良くない 努力が多い 工夫が多い
9 相当 良い 知名度が高い あまり良くない 努力が少ない 工夫が多い
10 低い 良い 知名度がやや低い 艮い 努力が多い 工夫が多い
3-2 調査の結果
図表3が回答者全員のコンジョイン ト分析の結果である(有効回答者数N= 103)。全体の結
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